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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に空洞部が形成され、且つ、吸込口及び吹出口を有する筐体と、
　前記筐体に設けられた２つの送風機、及びフィルタと、
を備え、
　前記２つの送風機は、
　　回転することで気流を発生させるファンと、前記ファンよりも前記気流の上流側に位
置し空気が吸気される吸気部と、を有し、
　　前記ファンの回転により前記吸込口を介して前記空洞部に空気を吸い込み、前記空洞
部に吸い込まれた空気を前記吹出口に向けて流し、前記吹出口を介して空気を吹き出し、
　　前記吸込口から前記吹出口に向けて流す空気を前記フィルタに通し、
　　前記２つの送風機の夫々の前記吸気部は、互いに相対して配置され、
　前記吸込口は、
　　２つの前記吸気部の相対する方向である相対方向において、前記２つの送風機の間に
位置し、
　　前記相対方向と交差する向きに開口し、
　前記筐体は、
　　前記相対方向と交差する交差方向に延びる第１延設部を有し、前記空洞部を前記相対
方向に区画する仕切部を備えたことを特徴とする空気清浄機。
【請求項２】
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　前記仕切部は、
　　前記相対方向に延びる第２延設部を更に有することを特徴とする請求項１に記載の空
気清浄機。
【請求項３】
　前記第２延設部は、
　　前記第１延設部のうち、前記交差方向の中央に設けられたことを特徴とする請求項２
に記載の空気清浄機。
【請求項４】
　前記２つの送風機は、前記筐体における前記相対方向の両端部に設けられ、
　前記フィルタは、前記相対方向において前記２つの送風機の間に設けられる
ことを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の空気清浄機。
【請求項５】
　前記２つの送風機は、前記ファンよりも前記気流の下流側に位置し、空気が排気される
排気部を更に有し、
　前記筐体は、前記相対方向に長い略直方体であり、
　前記２つの送風機の各々の前記吸気部及び前記排気部の少なくとも一方は、前記筐体の
６面のうち前記相対方向に相対する２つの第１面の各々に相対して配置され、
　前記吸込口は、前記筐体の６面のうち前記２つの第１面を除く４つの第２面の少なくと
も何れかに設けられる
ことを特徴とする請求項４に記載の空気清浄機。
【請求項６】
　前記吸込口は、前記４つの第２面のうち少なくとも２つに設けられる
ことを特徴とする請求項５に記載の空気清浄機。
【請求項７】
　前記吸込口は、
　　前記吸込口が設けられた少なくとも２つの第２面の少なくとも１つの面を塞ぐための
閉塞機構を更に備えた
ことを特徴とする請求項６に記載の空気清浄機。
【請求項８】
　前記２つの送風機は、夫々、
　　ケーシングと、
　　前記ケーシングに固定されるモータと、
　　前記モータによって回転する前記ファンと、を備え、
　　前記モータの回転軸が前記相対方向に延びる軸流型の送風機である
ことを特徴とする請求項１から７の何れかに記載の空気清浄機。
【請求項９】
　前記２つの送風機のそれぞれにより吹き出される空気の向きを調整するルーバを備えた
ことを特徴とする請求項１から８の何れかに記載の空気清浄機。
【請求項１０】
　前記吸込口は、
　　前記４つの第２面のうち互いに隣り合う少なくとも２つの吸込面に設けられ、
　前記筐体は、
　　前記少なくとも２つの吸込面のうち何れかに設けられた前記吸込口である着脱吸込口
を着脱可能に構成され、
　前記フィルタの少なくとも一部は、
　　前記着脱吸込口が前記筐体から脱離された場合に露出し、
　　前記相対方向における前記フィルタの端部に設けられ、前記相対方向と交差する方向
における前記フィルタの断面がＵ字状となるように前記フィルタを保形する保形部材を備
える
ことを特徴とする請求項６に記載の空気清浄機。
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【請求項１１】
　前記保形部材は、前記フィルタのＵ字状における開口方向とは反対側に突出する把持部
を有することを特徴とする請求項１０に記載の空気清浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気清浄機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、空気の吸込口及び吹出口と送風機とを本体部に収納した空気清浄機を開
示する。送風機は、吸込口から空気を吸引し吹出口から空気を流出させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３２２６２１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　空気清浄機において、単位時間当たりの空気の吸込量を大きくするための方法の１つと
して、送風機のファンの径を大きくする方法がある。しかし、ファンの径を大きくした場
合、空気清浄機が大型化するという問題点がある。
【０００５】
　本発明の目的は、大型化を抑制しつつ、単位時間当たりの空気の吸込量を大きくできる
空気清浄機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気清浄機は、内部に空洞部が形成され、且つ、吸込口及び吹出口を有す
る筐体と、前記筐体に設けられた２つの送風機、及びフィルタと、を備え、前記２つの送
風機は、回転することで気流を発生させるファンと、前記ファンよりも前記気流の上流側
に位置し空気が吸気される吸気部と、を有し、前記ファンの回転により前記吸込口を介し
て前記空洞部に空気を吸い込み、前記空洞部に吸い込まれた空気を前記吹出口に向けて流
し、前記吹出口を介して空気を吹き出し、前記吸込口から前記吹出口に向けて流す空気を
前記フィルタに通し、前記２つの送風機の夫々の前記吸気部は、互いに相対して配置され
、前記吸込口は、２つの前記吸気部の相対する方向である相対方向において、前記２つの
送風機の間に位置し、前記相対方向と交差する向きに開口することを特徴とする。
【０００７】
　空気清浄機は、２つの送風機を設けたことにより、吸込口から吸い込まれる単位時間当
たりの空気の吸込量を大きくできる。又、２つの送風機は、夫々の吸気部が互いに相対す
るように配置される。このため空気清浄機は、２つの送風機の夫々の吸気部が互いに相対
しないように配置される場合と比べて、筐体の大きさを小さくできる。従って、空気清浄
機は、筐体の大型化を抑制しつつ、単位時間当たりの空気の吸込量を大きくできる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】空気清浄機１Ａの斜視図である。
【図２】空気清浄機１Ａの正面図である。
【図３】空気清浄機１Ａの平面図である。
【図４】蓋３１を脱離した空気清浄機１Ａ（フィルタ６あり）の斜視図である。
【図５】蓋３１を脱離した空気清浄機１Ａ（フィルタ６なし）の斜視図である。
【図６】蓋３１を脱離した空気清浄機１Ａ（フィルタ６なし）の平面図である。
【図７】図３のＡ－Ａ線を矢印方向から視た断面図である。
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【図８】図３のＢ－Ｂ線を矢印方向から視た断面図である。
【図９】空気清浄機１Ａの分解斜視図である。
【図１０】第１変形例における空気清浄機１Ｂを示す図である。
【図１１】第２変形例における空気清浄機１Ｃを示す図である。
【図１２】第３変形例における空気清浄機１Ｄを示す図である。
【図１３】第４変形例における空気清浄機１Ｅを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
＜空気清浄機１Ａの概要＞
　本発明の一実施形態である空気清浄機１Ａについて説明する。図１の上方、下方、右方
、左方、左下方、及び右上方は、各々、空気清浄機１Ａの上方、下方、前方、後方、左方
、及び右方である。空気清浄機１Ａは、周囲の空気を内部に吸い込んで清浄し、清浄され
た空気を外部に吹き出す。空気清浄機１Ａは、筐体２（図１～図６参照）、送風機５Ｌ、
５Ｒ（総称して「送風機５」という。図７、図９参照）、フィルタ６（図４、図７～図９
参照）、及び制御基板９（図９参照）を備える。
【００１０】
＜筐体２＞
　図１～図６に示すように、筐体２の形状は略６面体、より詳細には、左右方向に長い略
直方体である。筐体２は、台座３Ｂ、前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、左壁３Ｌ、右壁３Ｒ、上壁３
Ｕを有する。台座３Ｂは略箱状を有し、制御基板９（図９参照）等を収容する為の空間が
内部に形成される。前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、左壁３Ｌ、右壁３Ｒは夫々板状を有し、台座３
Ｂの上壁３０（図９参照）に連結する。前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、左壁３Ｌ、右壁３Ｒは、各
々、台座３Ｂの上壁３０の前端部、後端部、左端部、右端部から上方に向けて延びる。上
壁３Ｕは板状を有し、前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、左壁３Ｌ、右壁３Ｒの夫々の上端部に連結す
る。前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、左壁３Ｌ、右壁３Ｒ、上壁３Ｕ、及び、台座３Ｂの上壁３０で
囲まれた内部空間を、空洞部１０という。前壁３Ｆの前面２Ｆ、後壁３Ｓの後面２Ｓ、左
壁３Ｌの左面２Ｌ、右壁３Ｒの右面２Ｒ、上壁３Ｕの上面２Ｕ、及び、台座３Ｂの底面２
Ｂは、夫々、筐体２の６面のうち、前側、後側、左側、右側、上側、及び下側の各々の面
に対応する。
【００１１】
　図１～図３に示すように、上壁３Ｕは、左上壁３１Ｌ、右上壁３１Ｒ、及び蓋３１を含
む。左上壁３１Ｌは、前壁３Ｆと後壁３Ｓとの夫々の上端部のうち左端部近傍、及び、左
壁３Ｌの上端部の間に架設される。右上壁３１Ｒは、前壁３Ｆと後壁３Ｓとの夫々の上端
部のうち右端部近傍、及び、右壁３Ｒの上端部の間に架設される。図４～図６に示すよう
に、左上壁３１Ｌの右端部、右上壁３１Ｒの左端部、及び、前壁３Ｆと後壁３Ｓとの夫々
の上端部は、矩形状の開口部２１を形成する。図１～図３に示すように、蓋３１は開口部
２１に装着可能である。蓋３１は板状を有し、開口部２１を閉塞する。筐体２の上面２Ｕ
のうち、蓋３１に対応する部分を上面３１Ｕという。
【００１２】
　図５、図６に示すように、台座３Ｂの上壁３０に区画壁３６Ｌ、３６Ｒが設けられる。
区画壁３６Ｌは、開口部２１の左端部の下方に設けられる。区画壁３６Ｒは、開口部２１
の右端部の下方に設けられる。区画壁３６Ｌ、３６Ｒは左右方向と直交する。区画壁３６
Ｌ、３６Ｒには、スリット状の複数の貫通孔が形成される。図７に示すように、区画壁３
６Ｌ、３６Ｒは、空洞部１０を３つの部分（空洞部１０Ｕ、１０Ｌ、１０Ｒ）に区画する
。空洞部１０Ｌは、空洞部１０のうち区画壁３６Ｌよりも左方の部位である。空洞部１０
Ｒは、空洞部１０のうち区画壁３６Ｒよりも左方の部位である。空洞部１０Ｕは、空洞部
１０のうち区画壁３６Ｌ、３６Ｒにて左右方向から挟まれた部位であり、装着された状態
の蓋３１の下方に位置する。空洞部１０Ｕ、１０Ｌ、１０Ｒには各々、後述のフィルタ６
、送風機５Ｌ、５Ｒが収容される（図４参照）。なお、図５、図６ではフィルタ６（図６
参照）が省略されている。
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【００１３】
　図５、図６に示すように、台座３Ｂの上壁３０に仕切部４が設けられる。仕切部４は、
空洞部１０Ｕ内に設けられる。仕切部４は、第１延設部４１及び第２延設部４２を有する
。第１延設部４１及び第２延設部４２は、夫々板状を有し、上壁３０から上方に立設する
。第１延設部４１は前後方向に延び、左右方向と直交する。第１延設部４１は、筐体２の
左右方向中央に配置され、空洞部１０Ｕを左右方向に区画する。第１延設部４１の前端部
と筐体２の前壁３Ｆとの間、及び、第１延設部４１の後端部と筐体２の後壁３Ｓとの間は
、夫々離隔する。第２延設部４２は、第１延設部４１の前後方向中央に設けられる。第２
延設部４２は、第１延設部４１から左右方向に延び、前後方向と直交する。第１延設部４
１と第２延設部４２との夫々の上下方向の長さは等しい。第１延設部４１及び第２延設部
４２の夫々の上端部と蓋３１との間は離隔する。
【００１４】
　仕切部４により区画された空洞部１０Ｕの複数の空間の夫々は、少なくとも一部で連通
する。なお、本実施形態において、「区画」とは、例えば仕切部４のように区切られた複
数の空間が少なくとも一部で連通する場合だけでなく、区切られた複数の空間が完全に分
断される場合も含む。
【００１５】
　図６に示すように、第１延設部４１の前後方向の長さは、筐体２の前壁３Ｆと後壁３Ｓ
との間の前後方向の距離の略半分である。尚、第１延設部４１の前後方向の長さは本実施
形態に限定されないが、前壁３Ｆと後壁３Ｓとの間の前後方向の距離の略半分以上である
ことが好ましい。第１延設部４１の前端部と前壁３Ｆとの間の距離、及び、第１延設部４
１の後端部と後壁３Ｓとの間の距離は、夫々、前壁３Ｆと後壁３Ｓとの間の前後方向の距
離の略１／４であり、第１延設部４１の前後方向の長さよりも短い。第２延設部４２の左
右方向の長さは、第１延設部４１の前後方向の長さの略１／３である。　
【００１６】
　図１～図３に示すように、蓋３１の上面３１Ｕに吸込口２０Ｕが形成される。前壁３Ｆ
の前面２Ｆのうち、左右方向において開口部２１と重複する部分に、吸込口２０Ｆが形成
される。後壁３Ｓの後面２Ｓのうち、左右方向において開口部２１と重複する部分に、吸
込口２０Ｓ（図５参照）が形成される。つまり、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓは、筐体
２の６面のうち互いに隣り合う前面２Ｆ、上面２Ｕ、後面２Ｓの夫々に設けられる。吸込
口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓは夫々、スリット状の複数の貫通孔からなる。吸込口２０Ｕは
上下方向に開口し、吸込口２０Ｆ、２０Ｓは前後方向に開口する。従って、吸込口２０Ｕ
、２０Ｆ、２０Ｓは、何れも左右方向と直交する方向に開口する。
【００１７】
　図９に示すように、筐体２の左右両端部の各々に、開口部２０Ｌ、２０Ｒが形成される
。開口部２０Ｌは、上壁３Ｕ、前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、及び台座３Ｂの上壁３０の夫々の左
端部にて囲まれる。開口部２０Ｌは、空洞部１０Ｌに連通する。開口部２０Ｒは、上壁３
Ｕ、前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、及び台座３Ｂの上壁３０の夫々の右端部にて囲まれる。開口部
２０Ｒは、空洞部１０Ｒに連通する。開口部２０Ｌ、２０Ｒは、左右方向に相対する。
【００１８】
　左壁３Ｌは開口部２０Ｌに嵌り、右壁３Ｒは開口部２０Ｒに嵌る。左壁３Ｌには、円形
の吹出口２２Ｌが設けられる。右壁３Ｒには、円形の吹出口２２Ｒが設けられる。吹出口
２２Ｌ、２２Ｒの夫々にルーバ２３が嵌る。ルーバ２３は、平行に並んだ複数の羽板２３
Ａを有する。ルーバ２３は、複数の羽板２３Ａの夫々の間の隙間を介して流れる空気の向
きを、左右方向に対して傾斜した方向に変更する。ルーバ２３は、吹出口２２Ｌ、２２Ｒ
に対して摺動することにより、左壁３Ｌ又は右壁３Ｒに対して回転可能である。ユーザは
、筐体２の内部から吹出口２２Ｌ、２２Ｒを介して外部に吹き出される空気の向きを、ル
ーバ２３を回転させることにより調整できる。
【００１９】
＜フィルタ６＞
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　フィルタ６はＨＥＰＡフィルタであり、空気からゴミ、塵埃等を取り除いて清浄する。
図８に示すように、フィルタ６は、プリーツ構造を有する厚板状のフィルタ基材が屈曲し
た構造を有する。フィルタ６を左右方向と直交する平面で切断した時の断面形状は、略Ｕ
字状となる。図８、図９に示すように、フィルタ６は、左右方向に延びる上部６Ｕ、前部
６Ｆ、及び後部６Ｓを有する。上部６Ｕは上下方向と直交する。前部６Ｆは、上部６Ｕの
前端部から下方に向けて延びる。後部６Ｓは、上部６Ｕの後端部から下方に向けて延びる
。前部６Ｆ及び後部６Ｓは前後方向に相対する。フィルタ６に対して下方向を、フィルタ
６の開口方向という。
【００２０】
　フィルタ６は、筐体２の空洞部１０Ｕに収容される。フィルタ６の前部６Ｆは、前壁３
Ｆのうち吸込口２０Ｆが形成された部位に対して後側に配置される。フィルタ６の後部６
Ｓは、後壁３Ｓのうち吸込口２０Ｓが形成された部位に対して前側に配置される。フィル
タ６の上部６Ｕは、開口部２１に装着された蓋３１に対して下側に配置される。フィルタ
６の上部６Ｕ、前部６Ｆ、及び後部６Ｓで囲まれた空間内に、仕切部４が配置される。図
４に示すように、フィルタ６は、開口部２１から蓋３１が脱離された状態で露出する。ユ
ーザは、開口部２１を介して空洞部１０Ｕからフィルタ６を取り出すことが可能である。
【００２１】
　図９に示すように、フィルタ６には、左右方向両端部に、不織布で構成された薄板状の
保形部材６１が設けられる。保形部材６１は、保形部６１Ａ及び把持部６１Ｂを有する。
保形部６１Ａは、フィルタ６の断面形状と同一形状を有する。保形部６１Ａは、フィルタ
６の左右方向両端部に接着され、フィルタ６の断面形状がＵ字状で維持されるように、フ
ィルタ６を保形する。把持部６１Ｂは、保形部６１Ａの上端部から、フィルタ６の開口方
向と反対側、即ち上側に延びる。把持部６１Ｂは、フィルタ６の上部６Ｕの上端部よりも
上方に突出する。蓋３１が開口部２１に装着される場合、把持部６１Ｂは、左右方向にお
いてフィルタ６とは反対側に折り曲げて空洞部１０Ｕに収納される。把持部６１Ｂは、ユ
ーザが空洞部１０Ｕからフィルタ６を取り出す時に把持される。
【００２２】
　フィルタ６の左右方向両端部にはシール部材６２が設けられる。より具体的には、フィ
ルタ６の左端部に設けられた保形部材６１の保形部６１Ａと区画壁３６Ｌとの間、及び、
フィルタ６の右端部に設けられた保形部材６１の保形部６１Ａと区画壁３６Ｒとの間にシ
ール部材６２が設けられる。シール部材６２はフィルタ６の断面形状と同一形状を有し、
軟質ウレタンフォームで構成される。シール部材６２は、左右方向におけるフィルタ６（
保形部材６１）と区画壁３６Ｌとの間隙、及びフィルタ６（保形部材６１）と区画壁３６
Ｒとの間隙を埋める。シール部材６２が設けられることで、送風機５Ｌ、５Ｒによるフィ
ルタ６を介した空気の吸引効率が向上する。
【００２３】
＜送風機５＞
　図７に示すように、送風機５は、軸流型の送風機である。送風機５Ｌ、５Ｒは、筐体２
における左右方向の両端部に設けられる。より具体的には、送風機５Ｌは、シール部材５
５Ｌ（図９参照）を介して空洞部１０Ｌに固定される。送風機５Ｌは左壁３Ｌの右方に隣
接する。シール部材５５Ｌは、軟質ウレタンフォームで構成され、左上壁３１Ｌ、前壁３
Ｆ、後壁３Ｓ、及び台座３Ｂの上壁３０と後述する送風機５Ｌのケーシング５１との間隙
を埋める。送風機５Ｒは、シール部材５５Ｒ（図９参照）を介して空洞部１０Ｒに固定さ
れる。送風機５Ｒは右壁３Ｒの左方に隣接する。シール部材５５Ｒは、軟質ウレタンフォ
ームで構成され、右上壁３１Ｒ、前壁３Ｆ、後壁３Ｓ、及び台座３Ｂの上壁３０と後述す
る送風機５Ｒのケーシング５１との間隙を埋める。シール部材５５Ｌ、５５Ｒが設けられ
ることで、送風機５Ｌ、５Ｒによるフィルタ６を介した空気の吸引効率が向上する。空洞
部１０Ｕに収容されたフィルタ６、及び、筐体２の吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓ（図９
参照）は、左右方向において送風機５Ｌ、５Ｒの間に配置される。
【００２４】
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　図７、図９に示すように、送風機５Ｌ、５Ｒは、夫々、ケーシング５１、ファン５２、
及びモータ５３を備える。ケーシング５１は角筒状を有する。ケーシング５１の貫通孔は
左右方向に延びる。モータ５３はケーシング５１により、ケーシング５１の貫通孔の中心
近傍に固定される。モータ５３の回転軸は、左右方向に延びる。ファン５２は、ケーシン
グ５１の貫通孔の内部に配置され、モータ５３によって回転する。
【００２５】
　ファン５２は、回転により気流を発生させる。送風機５Ｌのファン５２により発生する
気流は、送風機５Ｌのケーシング５１の貫通孔を右方から左方に通過する。図７に示すよ
うに、送風機５Ｌのケーシング５１のうち、貫通孔の右端部で囲まれた領域を吸気部５６
Ｌといい、左端部で囲まれた領域を排気部５７Ｌという。送風機５Ｒのファン５２により
発生する気流は、送風機５Ｌのケーシング５１の貫通孔を左方から右方に通過する。送風
機５Ｒのケーシング５１のうち、貫通孔の左端部で囲まれた領域を吸気部５６Ｒといい、
右端部で囲まれた領域を、排気部５７Ｒという。吸気部５６Ｌ、５６Ｒは、ファン５２よ
りも気流の上流側に位置し、空気が吸気される。吸気部５６Ｌ、５６Ｒは、左右方向に相
対する。排気部５７Ｌ、５７Ｒは、ファン５２よりも気流の下流側に位置し、空気が排気
される。排気部５７Ｌは左壁３Ｌの左面２Ｌに相対して配置する。排気部５７Ｒは右壁３
Ｒの右面２Ｒに相対して配置する。
【００２６】
＜制御基板９＞
　図９に示すように、台座３Ｂの下壁３２は着脱可能である。台座３Ｂの内部空間に、制
御基板９（メイン基板９Ａ及びＬＥＤ基板９Ｂ）、及びスイッチ９Ｃが収容される。メイ
ン基板９Ａには、制御回路、ＵＳＢコネクタ９０Ａ、及びケーブルコネクタ９０Ｂ等が実
装される。ＵＳＢコネクタ９０Ａには、空気清浄機１Ａに電源を供給するためのＵＳＢケ
ーブルが接続される。ＵＳＢコネクタ９０Ａは、台座３Ｂの左側面に設けられた凹部３３
から露出する。ケーブルコネクタ９０Ｂには、送風機５Ｌ、５Ｒから延びるケーブル５９
が接続される。ＬＥＤ基板９ＢにはＬＥＤが実装される。ＬＥＤは、台座３Ｂの前側面に
設けられた貫通孔３４を介して露出する。スイッチ９Ｃはスライドスイッチである。スイ
ッチ９Ｃのつまみ３５Ａは、台座３Ｂの前側面に設けられた貫通孔３５を介して前方に突
出する。
【００２７】
＜動作概要＞
　ＵＳＢコネクタ９０ＡにＵＳＢケーブルが接続されることによって、空気清浄機１Ａは
給電された状態となる。この状態でユーザはつまみ３５Ａを操作し、空気清浄機１Ａによ
る空気の清浄を開始する。メイン基板９Ａの制御回路は送風機５Ｌ、５Ｒ、より具体的に
は送風機５Ｌ、５Ｒの各モータ５３を駆動し、夫々のファン５２を回転させる。送風機５
Ｌ、５Ｒは、吸気部５６Ｒ、５６Ｌから排気部５７Ｌ、５７Ｒに向けて流れる気流を発生
させる。この気流により、空気清浄機１Ａは、筐体２の上側の吸込口２０Ｕ，前側の吸込
口２０Ｆ、後側の吸込口２０Ｓを介して外部から空洞部１０Ｕに空気を吸い込む。吸い込
まれた空気は、吸込口２０Ｕ，２０Ｆ、２０Ｓの内側に配置されたフィルタ６を通過し、
清浄される。更に送風機５Ｌ、５Ｒは、空洞部１０Ｕ内の清浄された空気を、吸気部５６
Ｌ、５６Ｒから排気部５７Ｌ、５７Ｒに向けて左方向又は右方向に流す。これにより、清
浄された空気は、筐体２の左側の吹出口２２Ｌ、及び右側の吹出口２２Ｒを介して左右外
方向に吹き出される。
【００２８】
＜本実施形態の作用、効果＞
　空気清浄機１Ａは、送風機５Ｌ、５Ｒを設けることにより、送風機を１つのみ設ける場
合と比べて、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓから吸い込まれる単位時間当たりの空気の吸
込量を大きくできる。又、送風機５Ｌ、５Ｒは、夫々の吸気部５６Ｒ、５６Ｌが互いに相
対するように配置される。このため空気清浄機１Ａは、送風機５Ｌ、５Ｒの夫々の吸気部
５６Ｒ、５６Ｌが互いに相対しないように配置される場合と比べて、筐体２の大きさを小
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さくできる。従って、空気清浄機１Ａは、筐体２の大型化を抑制しつつ、単位時間当たり
の空気の吸込量を大きくできる。空気清浄機１Ａは、特にファン５２の径方向において筐
体２の大型化を抑制することができる。
【００２９】
　空気清浄機１Ａは、仕切部４の第１延設部４１により、空洞部１０Ｕを左右方向に区画
する。この場合、空気清浄機１Ａは、相対する送風機５Ｌ、５Ｒの夫々によって空洞部１
０Ｕに形成される左右方向への空気の流れが互いに影響し合うことを抑制できる。従って
、空気清浄機１Ａは、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓからの空気の吸い込み、及び、吹出
口２２Ｌ、２２Ｒからの空気の吹き出しを効率よくできる。
【００３０】
　仕切部４は、空洞部１０Ｕを左右方向に区画する第１延設部４１に加えて、空洞部１０
Ｕを前後方向に区画する第２延設部４２を有する。この場合、空気清浄機１Ａは、相対す
る吸込口２０Ｆ、２０Ｓから吸い込まれる空気が空洞部１０Ｕ内で互いに影響し合うこと
を抑制できる。又、空気清浄機１Ａは、筐体２の前後方向の中央に第２延設部４２を設け
ることにより、吸込口２０Ｆ、２０Ｓから吸い込まれる空気を、空洞部１０Ｕで均等に分
配して左右方向に流すことができる。従って、空気清浄機１Ａは、空洞部１０Ｕにおける
左右方向への空気の流れを更にスムーズにできる。更に、第２延設部４２は第１延設部４
１を補強し、左右方向に倒れることを抑制できる。
【００３１】
　送風機５Ｌ、５Ｒは、筐体２における左右方向の両端部に設けられる。この場合、空気
清浄機１Ａは、左右方向において送風機５Ｌ、５Ｒの間に設けられるフィルタ６の配置可
能な領域を、最大限確保できる。従って、空気清浄機１Ａは、大きなフィルタ６の使用が
可能となるので、空気の清浄をフィルタ６により効率よく行うことができる。
【００３２】
　空気清浄機１Ａは、左右方向に長い直方体状の筐体２の６面のうち、面積が相対的に大
きい上面２Ｕ、前面２Ｆ、後面２Ｓに吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓを有する。この場合
、空気清浄機１Ａは、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓの面積を大きくできるので、吸込口
２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓから吸い込まれる単位時間当たりの空気の吸込量を大きくできる
。又、空気清浄機１Ａは、筐体２の左面２Ｌ及び右面２Ｒを除く４面のうち複数の面（上
面２Ｕ、前面２Ｆ、後面２Ｓ）に吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓを配置する。この場合、
筐体２に対して一方向だけではなく多方向の空気を効率よく吸い込んで清浄できる。
【００３３】
　送風機５Ｌ、５Ｒは軸流型の送風機であり、夫々のモータ５３の回転軸は左右方向に延
びる。この場合、空気清浄機１Ａは、送風機５Ｌ、５Ｒにより吹出口２２Ｌ、２２Ｒから
吹き出される空気を、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓの開口方向（上方向、前方向、後方
向）と直交する方向（左右方向）に向けて流すことができる。従って、空気清浄機１Ａは
、吹出口２２Ｌ、２２Ｒから吹き出された空気が、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓから再
度吸い込まれる可能性を軽減できる。
【００３４】
　ルーバ２３は、吹出口２２Ｌ、２２Ｒから吹き出される空気の向きを、左右方向に対し
て傾斜した方向に変更できる。このためユーザは、ルーバ２３を回転させることにより、
吹出口２２Ｌ、２２Ｒから吹き出される空気の向きを所望する向きに調整できる。
【００３５】
　保形部材６１は、フィルタ６の断面形状がＵ字状で維持されるように、フィルタ６を保
形する。Ｕ字状のフィルタ６は、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓの夫々に、上部６Ｕ、前
部６Ｆ、及び後部６Ｓを夫々近接して配置させる。このため空気清浄機１Ａは、吸込口２
０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓの夫々から吸い込まれる空気を、共通のフィルタ６により清浄でき
る。又、ユーザは、一度のフィルタ６の着脱動作により、吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓ
の夫々に対応するフィルタ６（上部６Ｕ、前部６Ｆ、後部６Ｓ）を交換できる。従って、
空気清浄機１Ａのメンテナンス性を良好にできる。更に、ユーザは、フィルタ６の把持部



(9) JP 6930645 B1 2021.9.1

10

20

30

40

50

６１Ｂを把持してフィルタ６の着脱動作を行うことができるので、フィルタ６に直接触れ
ることを防止でき、衛生的である。
【００３６】
＜第１変形例＞
　図１０を参照し、第１変形例について説明する。第１変形例に係る空気清浄機１Ｂは、
仕切部４Ｂの形状が空気清浄機１Ａの仕切部４と相違する。空気清浄機１Ｂのその他の構
成は、空気清浄機１Ａと同一である。
【００３７】
　図１０に示すように、空気清浄機１Ｂの仕切部４Ｂの左面４３Ｌは湾曲し、仕切部４Ｂ
の上端部４３Ｔから下端部４３Ｂに向けて、左斜め下方に延びる。空気清浄機１Ｂの仕切
部４Ｂの右面４３Ｒは湾曲し、仕切部４Ｂの上端部４３Ｔから下端部４３Ｂに向けて、右
斜め下方に延びる。左面４３Ｌ及び右面４３Ｒの夫々の下端部４３Ｂから上端部４３Ｔに
向かう傾斜角度は、上端部４３Ｔに近接する程大きくなる。
【００３８】
　空気清浄機１Ｂは、仕切部４Ｂの左面４３Ｌ及び右面４３Ｒを垂直方向に対して傾斜さ
せ且つ湾曲させることにより、特に筐体２の上面２Ｕの吸込口２０Ｕから吸い込まれる空
気を、左面２Ｌの吹出口２２Ｌ、及び右面２Ｒの吹出口２２Ｒに向けてスムーズに流すこ
とができる。
【００３９】
＜第２変形例＞
　図１１を参照し、第２変形例について説明する。第２変形例に係る空気清浄機１Ｃは、
送風機７Ｌ、７Ｒを更に備えること、及び、仕切部４Ｃの形状が空気清浄機１Ａと相違す
る。空気清浄機１Ｃのその他の構成は、空気清浄機１Ａと同一である。
【００４０】
　図１１に示すように、空気清浄機１Ｃは仕切部４Ｃを備える。仕切部４Ｃは、中央延設
部４４Ｃ、左延設部４４Ｌ、及び右延設部４４Ｒを有する。中央延設部４４Ｃ、左延設部
４４Ｌ、及び右延設部４４Ｒは夫々、前後方向に延びる。中央延設部４４Ｃは、上壁３０
の左右方向中央から上方に立設し、空洞部１０Ｕを左右方向に区画する。左延設部４４Ｌ
は、上壁３０のうち送風機５Ｌの右側近傍から右斜め上方に立設する。左延設部４４Ｌは
、空洞部１０Ｕのうち中央延設部４４Ｃよりも左側の領域を左右方向に区画する。右延設
部４４Ｒは、上壁３０のうち送風機５Ｒの左側近傍から左斜め上方に立設し、空洞部１０
Ｕのうち中央延設部４４Ｃよりも右側の領域を左右方向に区画する。中央延設部４４Ｃ、
左延設部４４Ｌ、及び右延設部４４Ｒの夫々の上端部は連結せず、左右方向に離隔する。
又、中央延設部４４Ｃ、左延設部４４Ｌ、及び右延設部４４Ｒの夫々の上端部は、筐体２
の上壁３Ｕに対して下方に離隔する。
【００４１】
　以下、中央延設部４４Ｃ、左延設部４４Ｌ、及び右延設部４４Ｒにより区画された空洞
部１０Ｕの４つの領域を、分割空洞部４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃ、４５Ｄという。吸込口２
０Ｕ、２０Ｆ、吸込口２０Ｓの夫々のうち分割空洞部４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃ、４５Ｄの
夫々と連通する部分を、各々、第１部分吸込口、第２部分吸込口、第３部分吸込口、第４
部分吸込口という。
【００４２】
　送風機５Ｌは、第１部分吸込口を介して分割空洞部４５Ａに空気を吸い込む。空気は、
分割空洞部４５Ａに吸い込まれる過程でフィルタ６を通過し、清浄される。更に送風機５
Ｌは、分割空洞部４５Ａ内の清浄された空気を、筐体２の左側の吹出口２２Ｌを介して左
方向に吹き出す。又、送風機５Ｒは、第４部分吸込口を介して分割空洞部４５Ｄに空気を
吸い込む。空気は、分割空洞部４５Ｄに吸い込まれる過程でフィルタ６を通過し、清浄さ
れる。更に送風機５Ｒは、分割空洞部４５Ｄ内の清浄された空気を、筐体２の右側の吹出
口２２Ｒを介して左方向に吹き出す。
【００４３】
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　空気清浄機１Ｃは更に、送風機７Ｌ、７Ｒを備える。送風機７Ｌは、台座３Ｂ内、且つ
、分割空洞部４５Ｂの下方に固定される。上壁３０のうち送風機７Ｌの上方に開口２６Ｌ
が設けられ、台座３Ｂの下壁３２のうち送風機７Ｌの下方に吹出口２７Ｌが設けられる。
送風機７Ｒは、台座３Ｂ内、且つ、分割空洞部４５Ｃの下方に固定される。上壁３０のう
ち送風機７Ｒの上方に開口２６Ｒが設けられ、台座３Ｂの下壁３２のうち送風機７Ｒの下
方に吹出口２７Ｒが設けられる。
【００４４】
　送風機７Ｌは、第２部分吸込口を介して分割空洞部４５Ｂに空気を吸い込む。空気は、
分割空洞部４５Ｂに吸い込まれる過程でフィルタ６を通過し、清浄される。更に送風機７
Ｌは、分割空洞部４５Ｂ内の清浄された空気を、開口２６Ｌ、及び、筐体２の下側の吹出
口２７Ｌを介して下方向に吹き出す。又、送風機７Ｒは、第３部分吸込口を介して分割空
洞部４５Ｃに空気を吸い込む。空気は、分割空洞部４５Ｃに吸い込まれる過程でフィルタ
６を通過し、清浄される。更に送風機７Ｒは、分割空洞部４５Ｃ内の清浄された空気を、
開口２６Ｒ、及び、筐体２の下側の吹出口２７Ｒを介して下方向に吹き出す。
【００４５】
　以上のように、空気清浄機１Ｃは４つの送風機（送風機５Ｌ、５Ｒ、７Ｌ、７Ｒ）を有
するので、空気清浄機１Ａ～１Ｃと比べて吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓから吸い込まれ
る単位時間当たりの空気の吸込量を大きくできる。又、空気清浄機１Ｃは、送風機５Ｌ、
５Ｒ、７Ｌ、７Ｒの夫々が駆動することにより形成される気流を、分割空洞部４５Ａ～４
５Ｄを介して流すことができる。この場合、送風機５Ｌ、５Ｒ、７Ｌ、７Ｒの駆動に応じ
て空洞部１０Ｕを流れる空気が互いに影響し合うことを、仕切部４Ｃにより抑制できる。
従って空気清浄機１Ｃは、空洞部１０Ｕ内で空気をスムーズに流すことにより、空気を清
浄する効率を高めることができる。
【００４６】
　第２変形例において、中央延設部４４Ｃ、左延設部４４Ｌ、右延設部４４Ｒの夫々の上
端部は連結してもよい。更にこの状態で、中央延設部４４Ｃ、左延設部４４Ｌ、右延設部
４４Ｒの夫々の上端部は蓋３１に接触してもよい。
【００４７】
＜第３変形例＞
　図１２を参照し、第３変形例について説明する。第３変形例に係る空気清浄機１Ｄにお
いて、送風機５Ｌはダクト５８Ｌを有し、送風機５Ｒはダクト５８Ｒを有する。ダクト５
８Ｌ、５８Ｒは屈曲した管状を有し、２つの開口を有する。
【００４８】
　送風機５Ｌの吸気部５６Ｌは、ダクト５８Ｌの開口の一方に対応し、右方に向けて開口
する。吸気部５６Ｌは、筐体２の左壁３Ｌの左面２Ｌに相対し、吹出口２２Ｌに連結する
。送風機５Ｌの排気部５７Ｌは、ダクト５８Ｌの開口の他方に対応し、吸気部５６Ｌより
も左方に配置される。排気部５７Ｌは、下方に向けて開口する。送風機５Ｌのファン５２
は、排気部５７Ｌの近傍に配置され、ダクト５８Ｌ内部から外部に向けて空気を流す。空
気は、送風機５Ｌの排気部５７Ｌを介して下方に排気される。
【００４９】
　送風機５Ｒの吸気部５６Ｒは、ダクト５８Ｒの開口の一方に対応し、左方に向けて開口
する。吸気部５６Ｒは、筐体２の右壁３Ｒの右面２Ｒに相対し、吹出口２２Ｒに連結する
。送風機５Ｌの吸気部５６Ｌと、送風機５Ｒの吸気部５６Ｒは、左右方向に相対する。送
風機５Ｒの排気部５７Ｒは、ダクト５８Ｒの開口の他方に対応し、吸気部５６Ｒよりも右
方に配置される。排気部５７Ｒは、下方に向けて開口する。送風機５Ｒのファン５２は、
排気部５７Ｒの近傍に配置され、ダクト５８Ｒ内部から外部に向けて空気を流す。空気は
、送風機５Ｒの排気部５７Ｒを介して下方に排気される。
【００５０】
　送風機５Ｌ、５Ｒは、吸気部５６Ｌ、５６Ｒから排気部５７Ｌ、５７Ｒに向けて流れる
気流を発生させる。この気流により、空気清浄機１Ａは、筐体２の吸込口２０Ｕ，２０Ｆ
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、２０Ｓを介して外部から空洞部１０Ｕに空気を吸い込む。吸い込まれた空気は、フィル
タ６を通過して清浄される。更に送風機５Ｌ、５Ｒは、空洞部１０Ｕ内の清浄された空気
を、吸気部５６Ｌ、５６Ｒからダクト５８Ｌ、５８Ｒを介して排気部５７Ｌ、５７Ｒに向
けて流す。これにより、清浄された空気は、送風機５Ｌ、５Ｒの排気部５７Ｌ、５７Ｒを
介して下方向に吹き出される。
【００５１】
＜第４変形例＞
　図１３を参照し、第４変形例について説明する。第４変形例に係る空気清浄機１Ｅでは
、上壁３Ｕの上面２Ｕに形成された吸込口２０Ｕを閉塞する為の閉塞機構８１Ｕ、前壁３
Ｆの前面２Ｆに形成された吸込口２０Ｆを閉塞する為の閉塞機構８１Ｆ、及び、後壁３Ｓ
の後面２Ｓに形成された吸込口２０Ｓを閉塞する為の閉塞機構８１Ｓを有する。閉塞機構
８１Ｕ、８１Ｆ、８１Ｓは、各々、筐体２に閉塞板８０を取り付けることが可能なフック
である。閉塞機構８１Ｕに閉塞板８０が取り付けられた場合、吸込口２０Ｕは閉塞板８０
により閉塞される。閉塞機構８１Ｆに閉塞板８０が取り付けられた場合、吸込口２０Ｆは
閉塞板８０により閉塞される。閉塞機構８１Ｓに閉塞板８０が取り付けられた場合、吸込
口２０Ｓは閉塞板８０により閉塞される。
【００５２】
　例えば、空気清浄機１Ｅを使用するユーザは、用途に応じて吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２
０Ｓの一部を閉塞板８０により閉塞する。この場合、ユーザは、特定の吸込口から空気清
浄機１Ｅに空気が吸い込まれることを防止できる。又、ユーザは、空気清浄機１Ｅにおい
て閉塞されていない吸込口からの単位時間当たりの吸い込み量を大きくすることができる
。
【００５３】
＜その他の変形例＞
　本発明は種々の変更が可能である。以下、特段の説明のない限り、空気清浄機１Ａを例
に挙げて変形例を説明するが、適宜、空気清浄機１Ｂ～１Ｅに適用可能であることはいう
までもない。
【００５４】
　空気清浄機１Ａは、左壁３Ｌ及び右壁３Ｒの相対する方向が上下方向と平行な状態で使
用されてもよい。例えば空気清浄機１Ａは、筐体２の長手方向とマイクスタンドとが平行
となる向きで、台座３Ｂをマイクスタンドに固定して使用されてもよい。筐体２の形状は
直方体状に限定されない。例えば筐体２は、左右方向に長い円柱、角柱（三角柱等）でも
よい。送風機５の数は２（空気清浄機１Ａ、１Ｂ、１Ｄ、１Ｅ）、４（空気清浄機１Ｃ）
に限定されず、３、又は５以上でもよい。
【００５５】
　仕切部４の第１延設部４１の前端部は、筐体２の前壁３Ｆに接触してもよい。第１延設
部４１の後端部は、筐体２の後壁３Ｓに接触してもよい。第１延設部４１の上端部は、筐
体２の上壁３Ｕに接触してもよい。この場合、空洞部１０Ｕは、第１延設部４１によって
左右方向に分断されてもよい。吸込口２０Ｕ、２０Ｆ、２０Ｓは、分断された領域毎に設
けられてもよい。空気清浄機１Ａは仕切部４を有さなくてもよい。
【００５６】
　仕切部４の第２延設部４２の左右両端部は、筐体２の左壁３Ｌ及び右壁３Ｒに接触して
もよい。第２延設部４２の上端部は、筐体２の上壁３Ｕに接触してもよい。この場合、空
洞部１０Ｕは、第２延設部４２によって前後方向に分断されてもよい。吸込口２０Ｕは、
分断された領域毎に設けられてもよい。仕切部４は、第１延設部４１のみ有し、第２延設
部４２を有さなくてもよい。第１延設部４１及び第２延設部４２は各々板状でなくてもよ
く、例えば、円柱状であったり角柱状であってもよい。
【００５７】
　送風機５Ｌの吸気部５６Ｌ、及び、送風機５Ｒの吸気部５６Ｒは、夫々の全体が左右方
向に相対していなくともよく、例えば、吸気部５６Ｌ、５６Ｒの夫々の一部のみが左右方
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向に相対してもよい。送風機５Ｌは、筐体２の左壁３Ｌよりも左側に固定されてもよい。
この場合、送風機５Ｌの吸気部５６Ｌと筐体２の左面２Ｌとが左右方向に相対してもよい
。同様に、送風機５Ｒは、筐体２の右壁３Ｒよりも右側に固定されてもよい。この場合、
送風機５Ｒの吸気部５６Ｒと筐体２の右面２Ｒとが左右方向に相対してもよい。フィルタ
６は、送風機５Ｌ、５Ｒの排気部５７Ｌ、５７Ｒに対して気流の下流側に設けられてもよ
い。この場合、フィルタ６は、左右方向において送風機５Ｌ、５Ｒの間の部分に設けられ
なくてもよい。
【００５８】
　吸込口は、上面２Ｕ、前面２Ｆ、後面２Ｓに加え、台座３Ｂの底面２Ｂにも設けられて
もよい。吸込口は、筐体２の上面２Ｕ、前面２Ｆ、後面２Ｓ、及び、底面２Ｂのうち何れ
か１面又は２面に設けられてもよい。例えば空気清浄機１Ａは、前面２Ｆの吸込口２０Ｆ
、及び、後面２Ｓの吸込口２０Ｓのみ有し、上面２Ｕの吸込口２０Ｕ、及び、底面２Ｂの
吸込口を有さなくてもよい。
【００５９】
　送風機５のモータ５３の回転軸は、左右方向に対して傾斜した方向に延びてもよい。送
風機５は、筐体２に対して回転可能に設けられてもよい。ユーザは、送風機５自体を回転
させることによって、吹き出される空気の向きを調整してもよい。送風機５は軸流型の送
風機に限定されず、斜流型、遠心型の何れかでもよい。蓋３１は、筐体２の前壁３Ｆ又は
後壁３Ｓに着脱可能に設けられてもよい。フィルタ６の断面形状はＵ字状に限定されず、
他の断面形状でもよい。例えばフィルタ６は、上部６Ｕ、前部６Ｆ、後部６Ｓの夫々の断
面形状が直線状に延び、且つ、上部６Ｕと前部６Ｆとの連結部及び上部６Ｕと後部６Ｓと
の連結部の夫々の断面形状が角ばった形状（コの字状）でもよい。フィルタ６は、上部６
Ｕ、前部６Ｆ、後部６Ｓが夫々別体に形成されてもよい。
【００６０】
＜その他＞
　左右方向は、本発明の「相対方向」の一例である。前後方向は、本発明の「交差方向」
の一例である。蓋３１に設けられた吸込口２０Ｕは、本発明の「着脱吸込口」の一例であ
る。
【符号の説明】
【００６１】
　１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｅ：空気清浄機、２：筐体、２Ｆ：前面、２Ｌ：左面、２
Ｒ：右面、２Ｓ：後面、２Ｕ：上面、４、４Ｂ、４Ｃ：仕切部、５、５Ｌ、５Ｒ、７Ｌ、
７Ｒ：送風機、６：フィルタ、１０、１０Ｌ、１０Ｒ、１０Ｕ：空洞部、２０Ｆ、２０Ｓ
、２０Ｕ：吸込口、２２Ｌ、２２Ｒ、２７Ｌ、２７Ｒ：吹出口、２３：ルーバ、４１：第
１延設部、４２：第２延設部、５１：ケーシング、５２：ファン、５３：モータ、５６Ｌ
、５６Ｒ：吸気部、５７Ｌ、５７Ｒ：排気部、６１：保形部材、６１Ａ：保形部、６１Ｂ
：把持部、６２：シール部材、８１Ｆ、８１Ｓ、８１Ｕ：閉塞機構
【要約】
【課題】大型化を抑制しつつ、単位時間当たりの空気の吸込量を大きくできる空気清浄機
を提供する。
【解決手段】空気清浄機１Ａは、吸込口及び吹出口を有する筐体２と、筐体２に設けられ
た送風機５Ｌ、５Ｒと、フィルタ６とを備える。送風機５Ｌ、５Ｒは、回転することで気
流を発生させるファン５２と、ファン５２よりも気流の上流側に位置し空気が吸気される
吸気部５６Ｌ、５６Ｒとを有する。ファン５２の回転により吸込口を介して空洞部１０Ｕ
に空気を吸い込み、空洞部１０Ｕに吸い込まれた空気を吹出口２２Ｌ、２２Ｒに向けて流
し、吹出口２２Ｌ、２２Ｒを介して空気を吹き出す。吸込口から吹出口２２Ｌ、２２Ｒに
向けて流す空気をフィルタ６に通す。送風機５Ｌ、５Ｒの夫々の吸気部５６Ｌ、５６Ｒは
、互いに相対して配置される。吸込口は、吸気部５６Ｌ、５６Ｒの相対する方向において
、送風機５Ｌ、５Ｒの間に位置する。
【選択図】図７
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